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成
22
年
11
月
6
日（
土
）15
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
、愛
媛
県
歯
科
医

師
会
松
山
支
部
ホ
ー
ル
に
て
愛
媛
県

同
窓
会
学
術
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

講
師
に
福
岡
歯
科
大
学
咬
合
修
復

学
講
座
有
床
義
歯
学
分
野
講
師
の
都

築
尊
先
生
を
お
招
き
し
て「
福
岡
歯
科

大
学
補
綴
科
に
お
け
る
義
歯
臨
床
へ

の
取
り
組
み
」と
い
う
演
題
で
講
演
さ

れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
福
岡
歯
科
大
学
卒
業
生

16
名
で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
り

ま
し
た
。講
演
冒
頭
で
は
現
在
の
福
岡

歯
科
大
学
や
周
辺
の
写
真
を
写
さ
れ

て
自
分
達
が
学
生
の
時
代
と
は
異
な

る
景
色
、環
境
に
時

の
流
れ
を
感
じ
ま
し

た
。義
歯
臨
床
は
普

段
の
診
療
で
避
け
て

は
通
れ
な
い
分
野
。

愛
媛
と
い
う
高
齢
化

の
や
や
進
ん
だ
地
域

で
は
尚
更
。義
歯
作

成
の
難
易
度
を
残
存

歯
の
部
位
、本
数
に

よ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
に
分
析
さ

れ
る
内
容
は

大
学
や
臨
床

で
学
ん
だ
知

識
を
よ
り
深

く
広
く
推
し

進
め
た
内
容

で
明
日
か
ら

の
臨
床
に
繋

が
る
も
の
で
し
た
。ま
た
義
歯
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
難
症
例
に
し
な
い
た

め
に
残
存
歯
の
ケ
ア
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
臨
床
に
お
い
て
大
切

な
視
点
で
あ
る
と
の
言
葉
が
重
く
響

き
ま
し
た
。解
り
や
す
い
講
演
で「
あ
っ
」

と
い
う
間
の
1
時
間
30
分
で
し
た
。 

　
そ
の
後
会
場
を
移
し
、窪
田
将
臣
愛

媛
県
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
か
ら
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
期
生
か
ら

27
期
生
の
同
窓
が
交
流
を
さ
ら
に
深

め
る
事
の
出
来
た
時
間
で
し
た
。来
年

は
福
岡
歯
科
大
学
愛
媛

県
同
窓
会
創
立
20
周
年

を
迎
え
ま
す
。ま
す
ま

す
の
発
展
、繁
栄
を
目

指
し
努
力
す
る
事
を
誓

い
、会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
都
築
先
生
に
お
か
れ

ま
し
て
は
公
務
多
忙
の

中
、愛
媛
県
ま
で
足
を

お
運
び
頂
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 解
り
や
す
い
講
演
で 

あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
30
分 

同 窓 生 か ら の 手 紙  

岡 沙代子 （31期） 

上田 源 （5期） 

　みなさんこんにちは。31期生の岡 沙代子です。
私は2010年3月に福岡歯科大学医科歯科総合病
院歯周病科および開業歯科医院にて初期研修
修了後、2010年4月より後期研修医として、島根
大学医学部附属病院歯科口腔外科学講座に入
局しました。 
　私が所属している島根大学歯科口腔外科学
講座は、現在関連病院出向医師を含め、約60名
の医局員が所属しております。医学部附属病院
歯科口腔外科としては、大規模な講座です。当
科教授である関根浄治先生は、母校の11期生ですが、私が学生の頃に
歯科英語の授業で使っていた教科書「Understanding Dentistry」の編
集者なのです。また、学生時代に論文作成をされるなど、常に先を見
据えた素晴らしい先生です。 
　島根に来て1年経とうとしていますが、他の大学病院では経験できない
救急研修・世界標準の診療を行なう開業歯科医院での研修をさせて頂き、

全身管理に重点を置きつつも、口腔領域の治療を行なう重要性を身を
もって学びました。 
　また、講座で年2回開催されるCAによる接遇セミナーを受講し、患者
さんに敬意を持って接することの大切さを改めて実感しました。 
　現在当科の福岡歯科大学卒業生は、関根浄治教授をはじめ7名です。
本年4月入局予定の2名を加え9名となり、ますます医局が活気づきます。
また、私も来年度より歯科医師3年目（口腔外科医2年目）を迎えます。ま
だまだ未熟ですが、現在の私の目標は、再来年度に口腔外科専修医の資
格を取得することです。そのため、日々臨床および研究に励んでおり
ます。1日も早く一
人前の口腔外科医
になれるよう、一
生懸命頑張ります。 
　母校の福岡歯科
大学に負けないよ
う、関根浄治教授
を筆頭に、島根か
ら世界へと羽ばた
きます。 関根浄治教授（右前）ほか、福岡歯科大学出身医局員の皆さん 
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大分県歯科医師会会長に 
決定した長尾博通先生 


